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【目的】多環芳香族炭化水素 (PAH) の分解除去を目的として、PAHの一種であるピレンを唯一の炭素源とした培地を使用し、nidA遺伝子を指標としてピレン分解菌の単離を試みた。
【方法および結果】PAHが検出された場所の底泥を採取し、滅菌水に懸濁した後、ピレン含有液体培地に懸濁水を10%接種し、30℃、180 rpmで1週間振とう培養を行った。得られた培養液を用いて・・・・
以上の結果、Mycobacterium属およびBurkholderia属に分類されるピレン分解菌を得ることができた。

